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三ツ⼜沼ビオトープ 2019年度/第5号

近隣の⼩中学校等と連携して、⾃然を守る2つのプロジェクトを実施しています。『荒川ハンノキプロジェクト』は、
埼⽟県の蝶「ミドリシジミ」のために、三ツ⼜沼ビオトープにハンノキの林を取りもどす取組みです。『荒川の草花を育
てようプロジェクト』は、外来植物が増えるのをおさえるために、三ツ⼜沼ビオトープ周辺にもともと⽣えていた野草を
増やす取組みです。

荒川ハンノキ・プロジェクト
荒川の草花を育てようプロジェクト

荒川の豊かな⾃然「三ツ⼜沼ビオトープ」は、流域の学校や園、企業や団体などが関わることで、
守られています。2019年12⽉〜2020年3⽉に⾏った皆さんの取組みをご報告します︕

協力して荒川の草花を植え戻す児童たち

ハンノキ ユウガギクミドリシジミ

児童から、収穫した“たね”の返納
各プロジェクト参加校で、荒川の草花のたねをサポーター事務局にお返しする式典が⾏われました。

このたねは、児童が、学校ビオトープやプランターで荒川の草花を⼤切に育て収穫したもの。全校集
会や委員会の時間に、児童代表から収穫したたくさんの“たね”が⼿渡されました。これらのたねは、
サポーター事務局で保管され、来年度以降の荒川の⾃然を守る活動に活かしていく予定です。

1⽉21⽇（⽕）全校集会

上尾市立富士見小学校

1⽉28⽇（⽕）
環境飼育委員会の
児童代表から返納

上尾市立平方北小学校

1⽉21⽇（⽕）
環境栽培委員会の
児童代表から返納

2⽉5⽇（⽔）
環境委員会の
児童代表から返納

上尾市立大石北小学校

2019年度、三ツ⼜沼ビオトープの⾃然を守る活動にご参加いただいた皆さん

上尾の⾃然を守る教職員の会、荒川の⾃然を守る会、エンハンスネイチャー荒川・江川、教育ルネッサンス、
埼⽟県⽣態系保護協会上尾⽀部、ふるさと校友会

上尾市⽴⼤⽯北⼩学校、上尾市⽴太平中学校、上尾市⽴平⽅北⼩学校、上尾市⽴富⼠⾒⼩学校、浦和⾼等学
園、学習院⼤学、川島町⽴つばさ南⼩学校、埼⽟県⽴いずみ⾼等学校、埼⽟県⽴川越総合⾼等学校、埼⽟県
⽴総合教育センター江南⽀所（⾼校⽣環境学習講座）、しののめキッズパーク保育園、⼤正⼤学

上尾市環境推進協議会（上尾の⾃然を守るナチュラリスト⼊⾨講座）、川島町⽣涯学習課（荒川⾃然観察
ウォーキング）

⼤和ハウス⼯業(株)埼⽟⽀社、 (⼀社)⽇本旅⾏業協会関東⽀部、ファインモータースクール、 (株)武蔵野銀⾏
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パートナーシップによる
保全管理や環境学習

（下）湿地の希少植物の発芽に必要な⽇の光を確保するために、ヨシ刈りを⾏いました。

授業で湿地の保全活動
－希少植物を守る活動を体験－

埼玉県立いずみ高等学校

大和ハウス工業(株)埼玉支社

1⽉29⽇（⽔）、⼤和ハウス⼯業(株)埼⽟⽀社の皆さんが、三ツ⼜
沼ビオトープで枯れたハチクの伐りだしを⾏いました。

学習院大学 大正大学

枯れたハチクの伐りだしは、あらかわ市⺠環
境サポーターが苦労している保全管理の⼀つ。
活動後に、環境サポーターより、「協⼒しても
らい、作業が⼤変はかどり助かりました。」と
お礼の⾔葉がありました。

枯れた⽵の伐りだしに協⼒

（左）保全管理に参加された社員の皆さん（右）作業⾵景

（左）活動の中で、⾃然環境の
保全の意義や難しさについて説
明や話し合いが⾏われました。

⾼校⽣や⼤学⽣が現地実習で、湿地の希
少植物を保全するための活動を⾏いました。

三ツ⼜沼ビオトープの湿地には、全国的
に絶滅の恐れのあるエキサイゼリ、ハナム
グラが⽣育しており、その保全のためにヨ
シの刈り取りが必要とされています。12⽉
15⽇（⽇）に学習院⼤学⽂学部教育学科、
1⽉6⽇（⽉）に⼤正⼤学⼈間学部⼈間環境
学科環境政策コース、 1⽉29⽇（⽔）にい
ずみ⾼等学校⽣物サイエンス科の皆さんが
保全管理を⾏い、その後、⾃然環境の保全
についてディスカッションを⾏いました。

エキサイゼリ ハナムグラ

アクセス


